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2022/8/30 
 

芭蕉に倣う 

On seeking for new way of little bit long Japanese “Haiku” style. 
 

 

 
「芭蕉の俳句が手本。このコンセプトを活かし、今少しガイド的な言葉添えをした新しい
表現形式が出来ないものか？」 
本書はその訓練に掌編小説を原稿箋３枚以内で書き表すトライアル・シリーズで御座いま
す。 
 
 



本編 
 
2024/4/14 
14th April 24 

(Japanese expression ver.) 

「疑問だらけに風穴を！？」 
(English expression ver.) 

"Break it through, one of surrounding questions!?" 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「疑問だらけに風穴を！？」 
 
「今日は、イヤな予測だ。 
健康で長生きしてくださいね。老人向け挨拶として言われて久しいが、体は健康で、長生
き。心は病んでいる。が世の中の常態になっていたらどうなるか。 
昔の諺に従えば、当然「小人閑居して不善を為す」事になりそうだ。 
現に、退職して久しい世代のジジババたちが、イジメだと刑事罰に問われる恐れがある事
を見越して、刑事罰に問われない「意地悪」三昧。それが横行している。 
殆ど日課。イヤ瞬間反射神経芸と言っても過言ではない」 
「確かにヤな話だね。暗い」 
「このまま高齢化が進み、且つ、生涯結婚経験のないおひとり様が増えれば、歪んだコミ
ュニケーション希求とも言える、ちょっかいを出してほしいから、失敗しても後腐れの無
い直接利害関係のない第三者へ歪んだちょかいを出す、いじわる傾向に増々、拍車がかか
りそうだ。 
そしてもう一つ。 
頼りになるのは「金だけだ」傾向に拍車もかかりそうだ。 



「兎に角金だ。金が必要だ。金が欲しい。その為には多少の悪事には手を染めても致し方
ない。尚且つ人のことまで構っていられない。先ずは自分だ」傾向にドンドン傾斜してい
くのは人情の必然とも言えよう。この心理的傾向は同時に、その弱みに付け込んむ詐欺の
温床にもなる」 
「犯罪社会の急進展！？」 
「その前に、みんな俺を（私を）バカにして、騙しにかかってくる。周りは皆、敵だ。ス
パイだ。と、疑心暗鬼になる。結果、一億総相互監視社会が到来する気がする。 
監視と悪意と犯罪が蔓延した社会。人口減。高齢化、おひとり様急増、意地悪常態化、監
視癖深化。 
しかしいくら人口減抑止対策をしたところで、民族として、種として、ピークを過ぎたも
のが衰退するのは生き物の必定だ。 
民族や種には必ずピークが存在する。当然衰退も存在する」 
「真っ暗、暗、真っ黒、黒助じゃないのよ。それで昨今の移民を入れろっていう事に繋が
る訳？」 
「移民で、解決するのは労働人口、生産人口問題だけだ。移民政策をとって上述の問題の
一体どれが解決する？何も解決しないでしょうよ。だから移民政策は万能薬でも何でもな
い事になる訳よ。真因がわからないのに、その悪化を止めたり遅らせたり出来る訳がない
のよ。 
第二次世界大戦中は流石に出生率は減ったが、その前後は、一貫して増えて来た。それが
戦争のない平和な時代に、将又社会インフラが整い、高学歴化が進んだ時代に於いて減少
に転じたのは何かを暗示している様な気がしないでもない」 
「ん？何を暗示しているっていう訳？」 
「若い国は、貧しいし、インフラも整っていないし、争いごとも多い。しかし、人口だけ
は増える。人口というより出生率は下がっていない。ナンデだろう？」 
「ナンデだろう？」 
「先進国でも意外と欧米各国は出生率が下がっていないが、何故か東アジアの国々が集中
的に下がっている。コレマタ何でなのか？」 
「なんでだろう？」 
「それ一つとっても、未だ納得のいく答えが見つかっていない。見つかっていないという
より議論の溯上にさえ登っていない。斯くいう俺にもまだそれに対する答えは分かってい
ないのだが、矢張り我々、特に東アジアの、「肩書、様式第一」傾向が強く「人の目線を
矢鱈気にする」我々は何かを大きく勘違いしている様な気がしてならない。世に言われて
いる原因とその対処法って本当に合っているのだろうか？って、なんか全部総点検して見
ないといけない気がしているのよ。昨今」 
「の、結果、商売に大穴が空いている訳かぁ」 
「シャチョ、幾ら商売がうまくいかないからって、八つ当たりで相手に「風穴」開けては



拙い之事。♬本命、穴馬、掻き分けて、追い付け、追い越せ、引っこ抜け♬する方が未だ
マシ之事アルマンネン」 
「ま、何でもいいけど、確かにこの世のどこかに「風穴」を開けて、此の閉塞感を打ち破
る必要がありそうだ。それと、根っこから引っこ抜いて、疑ってみる事も。何事において
も、多分、必要。 
だろう」 
 
 
(English expression ver.) 
"Break it through, one of surrounding questions!?" 
 
"Today I`ll tell you uncomfortable perspective. 
"Please keep healthy and long life" any younger always say and encourage to aged. Body 
condition fine and log life. But mind condition ugly. The left has been our human society 
common. What it will bring to us? What will happen?  
According to ancient allegory in Japan " Chicken heart guy has too much leisure time, will 
have done a ugly, it`ll happen, the possibility we have. 
In actual, so long interval past after retirement generation old men and women, they so 
much envy full to younger working generation because envy will be no punished by law, they 
have counted, maybe. Such around here and there can be seen so easily. 
It looks like almost daily routine work or unconsciously just at once reaction, the same." 
"Sure that above is uncomfortable story. It gets me mind dark!!" 
"If it no saved, running hi aged society fast and no married singles(in Japan now man 28%, 
woman 19% no married until 50years old) increasing hi pace up, from under in such case, as 
a curved desire for getting communication with others, especially to no relevant on profit or 
loss, to unknown 3rd party guys, they envy, the case so hi pace up, looks like.    
And one more additional case, 
Praying money activities hi pace up increasing, looks like. 
"Anyway money. Need a money. Wanna get a money. For it, will be allowed gang behavior!! 
And before it, never can concern others. Anyway me first!!" such tendency expanded so 
widely. It might be human natural. This tendency, at the same time, will invite scamming to 
such praying money guys." 
"occupied claims society rapidly growing up!?" 
" Before it, "All treat me idiot!! And come to scam me!! Around me all enemy, spy!!" from it, 
they turn to be doubtful. As a result, all to each others monitoring society will come, I guess. 
Full occupied with monitoring, envy, claims society. Number of population down, aged and 



single rapidly increasing, envy turns to be a routine, monitoring behavior gets deeper.  
But despite of saving population down by human society, as a race, peak over race declines 
is principal of all creatures. Sure that a race has a peak. Also sure that a race has a decline." 
"Very dark, hopeless story!! Then a, it`ll link to, nowadays topics, to policy of invitation 
from other countries workers or not?" 
"Due to receiving immigrants, to be resolved are labor population, productive population 
problems only. If driving to immigration policy, even one of them, nothing will be resolved 
above. From it we can notice immigration policy is not almighty for resolving our country`s 
several principle problems. Current our calling solutions are all behind the fact going 
forward. 
Just now we never can clear these problems or cam get speed down these problems going 
worse step. Because we still not find true cause out yet.  
Sure that during period of world war Ⅱ number of born babies had gotten down, except this 
period, one way, from one side, numbers had gotten increased. But after it, from we can stay 
under peaceful, fundamentals organized fine, knowledge class so expanded current society, 
has turned to reduce the numbers of babies born. Such phenomena, something signal for 
our society, I feel something suggestion from the signal inside." 
"What`s the suggestion? Inside something, what?" 
"In young countries, despite of condition poor, infrastructure not organized, so many 
troubles happening, however, nevertheless, numbers of babies born why some up. Never be 
getting down. Why?" 
"Hum, why? Hum." 
"Within advanced, proceeding countries, some of West European and US. inside not so 
down the numbers of babies born, against it, in East Asia several nations concentratedly 
numbers of babies born get down or slowly reduced. Also, why?" 
"Hum, why? Hum" 
"In the case of taking even one of above them, still not finding understandable, reasonable 
answer out yet. Before saying so, still not even put it on the table as a theme for discussing. 
Saying such, me, still not it yet, also, but according to my guess, we, especially living in East 
Asia, under the culture which "position emblem, style first" and "strongly concerning to eyes 
from arounds", from that culture, we so dynamic might be out of the hitting point, now I 
begin to feel.  
They say as a commodity theory, the cause of reducing numbers of baby born, and plan to 
against it, o dynamic might be out of the hitting point, now I`m beginning to feel 
unmatched.  
Then a, we should have to check all from the original." 



"Ax, from it, as a result, no time to check your business not well running, as a result, big hole 
holding, of your important money spilling out. 
"Boss, because of that as not well as running our restaurant operation, never shoot others, 
never make big hole on their body for your catalysis!! It`s better to shoot the complicated 
jammed one for public!!, I`ll advice, big boy boss!!" 
"Ok, yes Sir!! Maybe need a big hole for leaving condensed magma air away or off, ASAP!! 
You are right!! Or might be." 
 
 
  



2024/4/15 
15th April 24 

(Japanese expression ver.) 

「幾ら何でも、そろそろ変え時なんじゃないの！？」 
(English expression ver.) 

"Anyway, it`s the time to change or not, now?" 
 

 

 
(Japanese expression ver.) 
「幾ら何でも、そろそろ変え時なんじゃないの！？」 
 
「生産減の原因とされる「活力の低下」を安直に人口減を頭数の減少と捉えると大きく間
違うような気がする。元気がなくなる事とお金が無くなることを「ひょっとしたら違う次
元のものではないのか？」という疑念を抱く事すらない儘、やり過ごしてしまっている過
誤に似ている気もする」 
「ん？何なに？ちょっと瞬時には理解しがたいんだけど。煙に巻かれたみたいで」 
「人口減にはいい面もある。人口が減れば、それに伴って CO２排出量は自動的に減る。
人間の頭数が減って吐き出す息が減るからじゃなくて、快適さを求めて作り出される物の
数が減るからだ。それが達成されると、地球温暖化が緩和され、地球が元の姿に戻ってい
く自然な循環にも思える。謂わば地球の自浄作用だ。現在の人類の利害とは全く相反する
が、地球の利害からは合理的と言える」 
「この意見にも違和感を感じるわ。オヤジって人類の端くれじゃないの？」 
「まぁ、聴け。その先がある」 
「その先？」 
「いくら我々が乗っかっている地球の自浄作用とはいえ、そんなもの簡単に我々人類が受
け入れる訳がない。そこで、思い出したのが「人口減＝頭数の減少＝「活力の低下」の内、
最後の「活力の低下」と「人口減」を余りに同一視していやしないだろうか？という事だ



った。 
その元はお金がないことで散々苦労をしたり、失意のどん底気分を味わったりした経験か
ら、底を脱する考え方として、其れこそ元手が要らないモノの見方のチェンジ「お金がな
い。即元気がない」の考え方は短絡し過ぎじゃなか？「お金がない事と元気がない事は全
く次元の違う事だ」と思い、発想を変えて幾分救われた事例を、本件にも応用できないか
と考え始めたからだ。 
お金がなくても元気さえ失わなければ未だ、先が続けられる。アイデアを生み出す元気さ
え失わなければ、多少お金に窮していても未だ何とかなる。 
逆に幾らお金があっても、元気がなくてアイデアも出ない場合の方が存続可能性という観
点からすると、遥かに重症と言える」それに思い当れば後は前式の数を固定して後はどの
変数を持ち上げるかだけ。 
「活力の低下の原因＝頭数の減少」ではなく「頭数が減っても単位当たり一人の活力が大
幅にアップすれば、それを補えるし、生産総額も維持できる」という考え方だ」 
要するに「元気な人間が増えればいいだけなんじゃないのか？」って事ヨ。 
しかもその結果生み出される富が現在の様にあまり物質的富に偏らない様な、何かであれ
ば、地球様と一戦を交えなくて済むし」 
「しかしそんな上手い手が有るのかね」 
「其れはまだわからんが、少なくともビジネス界に身を置いて早 45 年以上の経験からす
ると、 
「10 年経って革新の起こらない会社は例外なく潰れる。どんな大企業でも」 
幾ら何でも有史以来「拝金主義」ばかりを続けて来た人類も、そろそろ抜本的に価値観を
改めないと、其れこそ革新が起らない大企業と同様の憂き目に逢う気がしてならないのよ。 
大企業が存続できているのは、実は外見上の規模による安泰からではなく、見えないとこ
ろで持続的に続けられていた目まぐるしいばかりに苛烈で混沌とした内部新陳代謝の連続
があったからこそ、という面は案外知られていない気がする。 
「寄らば大樹の陰」どころか、「水鳥は水面上の優雅な泳ぎと裏腹に水面下では必死に足
で水掻きをしている」の譬えに似ているかもしれない。 
上述の年数単位からすると，我々人類には 10 年はおろか、既に何万年も過ぎているのに、
いまだかつて「次の進化」と呼べるような、抜本的な革新は起きていない気もする。 
火を手に入れて以来、ただひたすら快適さ、物欲、お金一筋に積み上がって来ただけの、
安住の上重ねでしかなかったような気がしないでもない。 
幾ら何でも、もうそろそろ見方、振舞い方を変えないとその内、ぶっ潰れる気がする。会
社同様。 
社内で一強が固まり会社が安定した瞬間から面白みが無くなり、茶坊主ばかりが増えたよ
うな。 
その「寄らば大樹の陰」の茶坊主人間が多ければ多い程没落のスピードも速かった事例を



何度も目の当たりにしてきたし」 
「シャチョ、インボイスが来ても払うお金、毎回足りないの、目の当たりにしているのに、
何でそっちは♬忘却の彼方に♬あるマンネン（万年）アルカ？」 
「人間はな、都合のいい事だけ覚えていて、都合の悪い事はすぐ忘れるのよ。不肖それが
しも、人類の端くれではあるし。苦しゅうない。捨て置け。気にするでない。はたはっは、
ハタハッハ」 
「あぁ言えばこぅいう。こういえばああいう。言い逃れの大嫌いな爺ちゃんが、泣いた訳
だ。まさかよりによって自分の息子がその罰（ばち）当たりだとは、死んでも死にきれな
かった気持ち、推察するに余りあるわ」 
「マトモなグループの構成員を全員まともなメンバーばかりにしてはいけないのよ。不安
定要素になる異物を多少、残しておいた方がイイ場合もある。 
あこや貝（真珠貝の事）の例もあるし。 
あこや貝に入った異物が、その後真珠になることは良く知られている話だからな。 
敵対者のいない我が世の春、第一で、安易に異物を放り出したりしちゃいけないんじゃな
いのかね」 
「やっぱり、ああいえば、こういう癖、全然、直ってない。こりゃもうオヤジの性分（反
射神経）だね」 
 
 
(English expression ver.) 
"Anyway, it`s the time to change or not, now?" 
 
"I feel it might be so far deeply misjudging from which we easily count the cause of lacking 
productivity, productive vitality because of population down, simply numbers of human 
heads reduced. The left looks like while less doubting that lost vitality and lost money, both 
2 perhaps is on the different dimension staying matter or not, passing through, the same 
matter or not, it looked like to me." 
"A? What? What? Just at once, never can be understandable, your telling for me!! Like a 
camouflage by smoke!!" 
"Reduced population has good face also. In the case of population reducing invites CO2 
reducing, it means not human breaths reducing from human heads reduced but for them 
amenity production reduced, brings CO2 reducing automatically. While the level reaching it, 
due to this downsizing, our planet warming level getting down, our planet former normal 
level can regain, we can call the left it. It`s called "own self cleaning function", also, as the 
same. Sure that it`s against to current human p/l (profit and loss), but it`ll be counted 
reasonable by from our planet p/l perspective." 



"For your this perspective, I hold unmatched strangeness. Are you a member of human 
beings or not?" 
"Well now, listen to!! Forward further I have!!" 
"Further forward!?" 
"Even though so many reasonable for our planet own reasons it has about own self cleaning 
function, however, we human beings so easily never can take a behavior to be acceptable for 
it. At the time from above, I remembered one was below, 
"Population reduced=numbers of human heads reduced= vitality down", within them, the 
last item "vitality down=first item "population reduced", we so easily one binding (one 
coupling) or not? This was my guess. 
From which me got this guess? It was from that lacking enough amount of money, have 
spent so hard days, the left one experiences, from it, I have found the perspective of 
escaping from hard condition out, the perspective is that lost money and lost vitality is 
staying on different dimension, I got noticed, after it, I turned to be could get relax little bit 
more, the left one tentative, to put it on this matter, how will be it going!? I thought.   
Even if lacking enough amount of money, even getting lost vitality, we can keep business 
further, more. Unless lost vitality born inspirating ideas, little bit lacking enough amount of 
money, can survive anyway. 
Vasa versa, even if so enough amount of money holding, unless keeping vitality, in near 
future the company will be bankrupt. Never can be sustainable. While noticing it, later we 
should do is at 1st formula, numbers of heads, population being fixed, after it which number 
lifting up only. 
Not because of that "society vitality down from population down" but to replacing "even if 
population, number of human heads down", instead of it, "if we can take this perspective 
that per head vitality can be hi up, society can recover from the population lost, total 
productivity can keep former level", the perspective. 
On summarized, increasing alive vitality holders up only, or not? A?, I guess. 
Addon, if not to put over weight on material fortune like a current society one, new we can 
escape from fighting with our planet, might can or not." 
"But such a nice way can we find it out?" 
"Still not yet now, don`t know. But according to my experiences 45 years working on 
business field, 
"Even if huge company, if less innovation 10 years series more, the huge one will get down, 
get lost."   
Anyway, from the beginning of human history started to be written, we human beings has 
kept only the perspective of "praying money". But sooner or later, at least from now, we 



should have to change the mannerism perspective. If less it, will miss the train in time, like a 
huge company bankrupt case. 
The reason why huge excellent company can sustain so long, different from not outlooked 
scale or safety but to because of inside hidden shaping up battle continuously. 
Such secret story almost no one knows. 
"The place to stay, shade under big tree" is not real but real might be "swimming water bird, 
above surface of water looks like calm, but under of water paddling by foot seriously" 
According to above counting, we human beings already past not only 10 years period but far 
more already past several 10k years, however, we have no epoch making change which can 
be called "next evolution" , I guess.  
After from human beings could be handling fire, to take only one worth, perspective, aim to 
or amenity or things asset, or money, only to get safety, relax, rich, I feel. 
Anyway, take a soon, unless changing view, perspective, thought, like less innovation inside 
continuously huge company, our human society will be falling into bankrupt situation, the 
possibility we hold. 
Inside company one strong got fixed, company got turned to be safe, at the moment, got lost 
interesting, yes-man , only, got increased, looked like. 
Such yes-men so many that company got spoiled so early, my eyes observed." 
"Boss, despite of obviously watching not enough money for payment at the time of invoices 
reaching, however in this case, you always get left it ♬beyond the moon♬!?" 
"Human generally has memorized well convenience for own only, bad convenience for own 
easily get left it away, such tendency human has. 
Me also one of human beings, then, don`t mind!! lol. lol. !!" 
"To push this way, to escape that way, to push that way, to escape this way!! OMG!! What a 
easily reversible guy!!" I can understand the lost grampa`s cry!! Very stupid, irregular 
grampa`s son, my dad is, you are!!" 
"Inside regular group full occupied by regularity holders only is not good, to get the position 
left for irregular member is better, such a case we have, I guess. 
For the example, pearl making shell. To put irregular tips inside the shell, the shell make a 
irregular one turned to as a pearl up and out, the famous story. 
Anyway, peaceful group, vasa versa, need a irregular putting in, might be, I guess." 
"No time simply agree behavior, dad`s natural reaction, for us irregular, for him natural, 
maybe!! Anyway, it`s the time to change his behavior, I think." 
  



2024/4/16 
16th April 24 

(Japanese expression ver.) 

「元々ダメ元、ゲンキの素。 

その名も「スッポン根性」と哉！？」 
(English expression ver.) 

"Never give up, the tackle and try, 

 is a pronoun of survival sprit!?" 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「元々ダメ元、ゲンキの素。その名も「スッポン根性」と哉！？」 
 
「この前、黙ってりゃいい気になって、人口減も単位あたりの人間一人一人が元気になれ
ば、その減少分をカバーできるみたいなことを、いとも簡単に言ってのけていたけど、実
際に「元気になる」「元気を取り戻す」ってそんなに容易い事じゃないでしょうに。いや
むしろ昨今の状況は個人当りのゲンキはむしろ地盤沈下方向に働いているのが現実じゃな
いのよ。それを考えると、オヤジのは楽観的過ぎて、完全に、考えが甘いんだよ」 
「どうやったら元気になれるか？の前に、何で元気がないのか？なのよ。改善、回復する
には、先ずその原因、起因を把握しないと」 
「じゃ、何が原因、起因で元気がないのよ？何が原因なのよ？」 
「元気の素が手に入っていないからだよ。皆疑いもなく「元気の素」の事を、お金がある
状態、彼女の居る状態、いいポジションについている状態とおもっていて、それが手に入
っていない状態だったらゲンキは出ないわな」 
「何言ってんの、オヤジ。分り切った事を」 
「じゃ、ちょっと角度を変えて言うと、自分でよくよく考えてそういう条件に絞り込んだ



のかな？ 
周りが既に「其れが的を得ている、正しい事だ」と言っていたから、が多くなかった？そ
して「それが一番分かり易かったから」が。 
親も学校も、近所も世間も、異口同音にそう言っていたから、そしてそれが一番理解し易
かったから、そうだろうと思って、が多くなかった？ 
分かり易いとか、多数決、ほぼ満場一致だったからとか、案外そう言った事って曲者なの
よ。 
未審査の判断。 
特に分り易いは、超曲者。簡単に言うと広告やメディアやメディアに重宝している連中。 
分かり易くする為に、ないものをある事にしてしまったり、端折ったり、デフォルメした
り。 
そして判断を間違わされる。イヤ間違う様に誘導されたりしている」 
「いいよ、その手の話は。其れよりさっきの何が元気が出ないかの原因の方ヨ。 
聴きたいのは」 
「すまん。じゃ、話を元に戻すと、次は「金と女と地位を超えて迄したいなんて言う強い
欲求は持ち合わせてないよ」という話が必ず出てくる」 
「そりゃそうだよ。俺だってそんな強い欲求なんか持ってなんかいないよ」 
「そりゃ御尤もだわ。それ以外に目が向かない様に、鼻から金と女と肩書だけしか、選択
肢として与えられてこなかったんだから。理由はその方がお上が管理し易かったからだが、
そのせいで、そっちにばかり目が行って他の候補を考えるなんて思い付きもしなかたんだ
ろうから、考えてなくて当たり前、持ってなくて当たり前と言えば当たり前だ」 
「オヤジ、なんかこれって、堂々巡りしているだけなんじゃないの？又、話が外部条件的
な「犯人捜し」に戻っていない？」 
「実は俺にも此処から先が未だよく分かっていない。本当にそう言った外部条件からだけ
で、打ち込めるものを持てないのか？ 
それとも持ち得る、持ち得ないは、一種の天与の資質の有無なのか？ 
外部条件からであれば、その外部条件を取り除けばいいだけだが、もし後者だとなると全
国民が等しく元気を取り戻す、♬ヨーイ、ドン♬の公平条件にはならないし。 
かといって真実を曲げて迄、人受けがいいというだけで、前者を選択するよう、自らにバ
イアスかけるのも納得がいかない。 
詰まる処、（人間界にとって都合が良かろうが悪かろうが）何が実際のメカニズムなのか
なのよ。 
その判断も含めて、分らなくなっているところなのよね。 
いずれにせよ、是でやっとスタート台に立ったところだ」 
「今頃やっとスタート台に立って、この先寿命、残っているのかね、オヤジは」 
「それも、この先俺が、俺自身に元気の素を注入し続けられるか否かにかかっているのか



もしれんな」 
「シャチョ、それ、ウーマンに注入する事あるマンネンね。♬老いてなお盛ん也♬ありま
すマンネンねぇ。シャチョが「すっぽん、スポ助。すっぽん、スケベソ」と呼ばれる所以、
よく分かる之事、アリマスマンネンね」 
 
 
(English expression ver.) 
"Never give up, the tackle and try, is a pronoun of survival sprit!?" 
 
"At the previous time, were speaking out from one side one way pushing a, about getting 
alive vitality holder increasing could recover the lost population part, like that speaking, but 
it`s not so easy them to get alive vitality recovering. Vasa versa current tendency is running 
on more down way further, in actual. Your marching parade concept is so candy one!!" 
"Before asking "how to get alive vitality recovering", we should have to ask to own "what 
forces us to get lost alive vitality?" the first asking!! To recover it, at the first to find the 
cause, the trigger out!! Don`t you think so?" 
"Then a, what`s the cause? What`s the trigger?" 
"Because of no getting in hands the source of getting alive vitality. All of us, less doubts, the 
cause of getting alive vitality is to get money, to get girl friend, to get hi position, the sources 
we count. If the target setting is these, and no getting them invites mind down, because we 
set the targets them and no getting them, sure that mind down falling into. 
"What the common matters, you repeat them!!" 
"A little bit take an angle change, from it, I`ll ask to you, " did you focus these items by your 
selves own or not!?  
Don`t you have so many cases that before your own judgement, around you already as a 
common, "it`s only one, less doubts" or " it`s the most one!!"? And it was the most easily 
understandable or not? 
Or from parent or from teachers or from neighbors or from all members in society, as be 
heard of such so many the same voices, so easily understandable, memorized phrases, was it 
your final judging point under unconsciousness or not? These are over dangerous, curved 
ones rather than your counting. Without pre. logical checking, without consciousness, final 
judgement is. 
Especially, "easily understandable" is ultra curved almost like a fake. For ears, for eyes these 
are so comfortable or holding amenity, amazing by short-cut, by "deform(e)" and so on, 
which have done guys are ad field, media field, from media using, will get harvest guys.  
From above curved, will take a misjudging or be forced misjudging. 



"Ok, Stop, such matters!! First of the all, the cause of why no getting (regaining) alive 
vitality up!?, for the question answer is the first of all!! It`s my request!!" 
"Sorry, then a, will return to main road of speaking, sure that the later against comes out, " I 
don`t have such a eager desire over than or getting money, or girl friend, or hi status 
position getting. " 
"Sure is that!! me also don`t have such a eager!!" 
"Also it`s the sure. Because you have been given as a selectable condition " aiming to money, 
aiming to girl friend, aiming to status only given as a condition. only given the conditions, 
focusing only 3 items is more they can control easier than controlling items over flowed into 
other fields, expanded. From it, you have no options for noticing about other fields there are 
except above focus 3 items. This sure is, the sure is!!" 
"Dad, it looks like merely endless looped you speak or not? Again returned to above your 
seeking concrete claimer pattern!!" 
"In actual, me also still not well understand yet from here to further, more, forward way.  
Indeed, in real, in actual, from outside pressure only, we never can have alive vitality or not? 
Or can have it, or not can have it, the left is from one of heaven gifted natural having or not? 
If it is caused from outside pressure (condition), to have alive vitality is taking the pressure 
off only, but in the later case, condition is quite different, it`s not fair. 
But if the previous phrase line is correct, against it, to hide and to make it turned to be 
curved, for getting popularity, to force to take a chois the former position, such bias driving 
to own is never can be acceptable for me. 
At the final, for human beings, it`s comfortable or not comfortable, how is running genuine 
mechanism, the only!! 
Including such judgement, I`m falling into foggy perspective." 
Anyway, despite of too late, I can stand at start line here, anyway." 
"Dad, isn`t it too late? The left your life period enough long?" 
"It also might be depending on addon keeping to insert alive vitality to own continuously." 
"Boss, it means you insert your cock into woman!! ♬To get aged, but anytime hustle, 
hustle!!♬is your motto!! I understand you were graduated from not "Harbard" university 
but from "Pervert" university, I deeply can understand now, boss!!"  
" 
  



2024/4/17 
17th April 24 

(Japanese expression ver.) 

「♬待てば「瓢駒（ひょうこま）」の日和あり♬！？」 

（瓢駒＝瓢箪から駒の略） 
(English expression ver.) 

"While keeping patient, sometimes lucky chance from own side,  

will come, the case there is!?" 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「♬待てば「瓢駒（ひょうこま）」の日和あり♬！？」（瓢駒＝瓢箪から駒の略） 
 
「うつ病になって戦列から外された時、一刻も早く元に戻らなきゃって言う強迫観念的に
脅かされていたんだけど、ある時ふと、又、あんなところに戻って振り回されたり、追っ
かけまわされるの、もうヤダっていう気が、突然わいてきたのよ。 
同じ時間を使うのでも、何かもっと他に使いようがあったんじゃないか？ 
今迄、ツマンナイ、甲斐のない事に無駄な時間使い過ぎてなかった？ 
同じ時間を使うなら、あんなチマチマしたことにじゃなく、もっとスケールの大きなこと
に使った方がイイじゃん。 
それにもう、自分、自分て言うのにもいい加減ウンザリしたし。 
いっその事、自分捨てちゃった方が清々しそうだし。自分以外の事に使った方が、よっぽ
ど気が楽な気もしたし。 
そして続けて「そもそも、自分は何をやりたかったんだっけ？」 
ってなった。 
その箍（たが）が自然にすっと外れた後、直ぐに。 



詰まり前回の疑問の答えは、天与の資質なんかじゃなくて、うつ病って言う誰にでも起こ
り得る、後天的経験があったからなんだって今、思ったのよ。 
うつ病罹患後「何が何でも原状回復」へと一旦は向かったものの、結局はそちらには向か
わずに、「そもそも自分は」に目が行ったのは、その部分だけ取れば天与の自分の性分と
言えるかもしれないけど。 
要するに半々。 
どっちか一方だけじゃなくて、その組み合わせだったって事かな」 
「また、うつ病の話かぁ。オヤジもクドイね」 
「クドイと言われても、ある種、是が俺の新たな出発点だったから、仕方ないよ。何回出
て来ても。 
新たな出発点というよりも、やっと堂々巡りの轍（わだち）から脱して、本道に戻れた、
と言った方が自分にはぴったりする気がするけどね。 
兎に角此処が第二の起点なんだから、何度でも立ち返る訳よ、俺としては。 
「そもそも俺は、あの時、正確には何を思ったんだっけ？」を確かめに」 
「でも、そんな稀有な経験、みんながみんな、する訳ないから、やっぱり、全員皆に公平
とは言えないんじゃないの？」 
「しかし、そこ迄お膳立てする必要があるのかね。今の学校や会社の職場と一緒で、手取
り足取り「こっちが訊きに行くんじゃなくて、そっちがここまで来て教えに来て呉なきゃ
ヤダ。そんなのパワハラジャン」みたいな風潮にもいい加減ウンザリしているし。その位
は自分で準備するなり、スタンバイモード拵えて置くなりせぇよとも言いたくなるが」 
「シャチョ、今度 IZAKAYA の裏にベッド、セッティングしたの、そのスタンバイモード
の証ね。やる気満々ね。べリ、ストロング之事あるマンネンね」 
「お、そう言えば今度 IAZKAYA 用に、ストロング缶酎ハイ、ワンケース取って置け。い
いか、忘れるなよ、注文するの」 
 
 
(English expression ver.) 
"While keeping patient, sometimes lucky chance from own side, will come, the case there 
is!?" 
 
"When I was falling into mental disease and after it, I was taking from front line off, I was 
forced by strong pushing to ASAP should have to return to previous lost position. 
But at sometime, suddenly in my mind was coming up, no hope returning such a condition 
which I was swung or tracked by unseen something any time interval less continuously.  
Even if spending the same long time, we could spend the time for other purpose, couldn`t 
we? 



Haven`t you overused important time for waste, gadget, commodity matters? 
If we use the same amount of time, it`ll be better to use for more big scale matters than tiny 
cheapy matters. 
Addon more, shouting "me first, me first" already until at the time turned to be too much 
enough feeling occupied in my mind.  
At once all, throwing own away (to abandon own away)might bring freshness and to use a 
time except own might be better comfortable, looked like. 
Following after it, the next question to own asking one was coming, "at the first, what did I 
want to do!?"  
The question just at once coming after the forced ring, just getting it off. 
On summarized, for previous question`s answer is, it`s not by heaven`s gifted one, but by 
experience of mental disease which can happen on anyone after born, not before born 
gifted., I noticed. 
After falling into mental disease, anyway as possible as I should have to regain previous 
condition, position, the left despite of once facing towards, but no going toward this way, 
vasa versa, going toward "anyway at the first what did I want to do?", such happened, if 
picking only this part up, you can count it gifted one as my natural. 
Shortly saying, it was 50:50. 
Not one side but half and half combined might be, I guess." 
"It`s repeated again, mental disease matter. Too much!!" 
"Too much!? Hum!! But no option, because it`s my new born point, so strongly memorized. 
Ax. It`s not called "new born point" but as fitting to my feeling "at the last, can return to my 
main road from grabbed mud!!" 
Anyway because it`s my second starting point, so that as possible as I can, will return to my 
primitive point, for confirming about "at the first, at that time, what did I want to do?" as 
just correct mode, for checking." 
"But such rare experience, never can be holding all members, then a, it`s can not be called 
the equal chance for anyone!? An?" 
" But, until such, needed should be required pre. setting for them? I feel it`s too much 
amount candy giving. Do it by yourself own, at least prep. stand by mode setting, I want to 
say!! For them in the current school class students or in current office new comers!!" 
"Boss, in this time newly IZAKAYA in back space, you set a bedroom means for above, stand 
by mode for dancing on the be!! Ax, full up energy!! Very strong!!" 
"Oops, it remind me, you never forget to order canned hi alcohol % "Strong Chu-Hi"!! never 
forget to order it, cook master!!" 
  



2024/4/19 
19th April 24 

(Japanese expression ver.) 

「多すぎてもいけないし、少なすぎてもいけない！？」 
(English expression ver.) 

"Quantity so many is no good, but so few is not good also!?" 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「多すぎてもいけないし、少なすぎてもいけない！？」 
 
「数が増えると減るのが寛容の心だ。人間が増えると混みあって席の奪い合いになり寛容
な心が減る。田舎に比べて都会の方で争いが多いのはそのせいだ。人間だけじゃない。動
物とて、数が増えれば争いが増え、寛容なんて言っていられなくなるのは同じだ。 
今一つ。 
昔は株式投資と言えば「コイツは伸ばしてやりたい。世に出してやりたい」という銘柄に
投資をしていた。そういう意味で言えば、当たるも八卦、当たらぬも八卦のリスクテイク、
リスク・オンが常道だった。見返り、利回り、配当は二の次。先ずは損を覚悟で、利益が
出ればめっけもの、投資した金はもう出した時点で戻らぬものと腹をくくっている、くら
いの割り切りで、気に入ったもの、応援して遣ろうという、いわば育てよう、はぐくもう
というのが先に立つ親心が中心だった。 
処が今では、上は大金持ちのファンド投資から小金持ち、将又貧乏人に至るまで「兎に角
設けさせろ。手段は択ばない」というのが主流になりつつある。 
アルゴリズム株式売買だの、その寸刻を争う投資用データセンターがいかにアルゴリズム
のホストコンピュータに近く、先手を取れるかの争いだの、昔の人の目で見れば、明らか
に「投資とその手段の選択」が異様なものになっている様に見えるだろう。 
斯くして、伸ばしてやろう、育ててやろうなどという親心は全く消えてしまい「旨い汁だ



け一刻も早く頂戴、私にだけ、いの一番に頂戴」のワガママガキンチョ集団に成り下がっ
てしまっている。オイシイ餌にぶら下がっているだけの集団になってしまっている。 
ぶら下がっているからには、そのぶら下がっている元には頭が上がらない。兎に角気に入
られようとする。お金、お金を分配する上司、選挙民、お上、女、地位、名誉、いわば人
気に頭が上がらない。殺生与奪の権を全てそれらの相手に握られてしまっている。 
是では、いつ殺生与奪の、伝家の宝刀を抜かれるかにばかり気が行って、落ち着いて等い
られない。いつもそわそわ、浮足立っていて、腰も浮いている。下手に尾っぽを掴まれな
いように、目の前の相手との接触時間を減らしたり、本音を見抜かれないよう幾重にもバ
リアを張るものだから、相手とのコミュニケーションから段々遠ざかり、孤独にもなる。 
全ては「そもそもがどうであったか」を見失い、袋小路の枝葉末節に入り込んでしまって
いるがゆえに、と言っていえなくもないやもしれぬ。 
或いは、比類なき一強というものも、崩れる時はあっという間に崩れるものやもしれぬ。
比類なき一強、故、其れにばかり頼り過ぎてしまい、いざという時のマルチタコ足打法が
取れぬがゆえにだ。 
人類とて、火を手に入れて以来、アメニティー獲得、向上方向にばかり進んできたものだ
から、そのアメニティが成り立たなくなった時、一気に崩れる可能性もある」 
「もういいんじゃない、独演会（どくえんかい）、今日はこのくらいで」 
「ムスコサン、シャチョ、円（￥）の独歩安（どくほやす）は拙い之事。又物価が上がる
之事。仕入に困る之事アリマスマンネンね。どないしょう！？」 
「特保（とくほ）健康飲料を飲めば、よかろうものを。世の中、何とかなるもの故。苦し
ゅうない。たんと、飲め」 
「オーナーに対する公からのフォローが全くない、超、超過残業で、アタマぶっ壊れてい
るみたい。もう既に、オヤジ。 
しかしオーナー故、従業員を法定時間内で帰した分、丸まる、ひっかぶって月平均 340ｈ
残業、連日睡眠時間２ｈ未満でも労災認定対象外」 
「確かに。現代の矛盾。「健康で文化的な生活」等、♬アンタ方、何処さ♬のどこ吹く風
で♬誰が言ったか、絵空事♬同然。安全安心など何処にもなしの♬言うも恥ずかし♬not
「状態」but「常態」。♬あ、さて、あ、さて、さても南京玉くだけ♬の日々や、如何に＠
＠；」 
 
 
(English expression ver.) 
"Quantity so many is no good, but so few is not good also!?"  
 
"Quantity get increased, what it forces to get reduced is tolerant mind. Quantity of humans, 
it`ll invite to be crowded, and will happen competition of taking seat for sitting as me first, 



and from it forces tolerant mind lost (=to get reduced.) Comparison with country(province) 
area, urban area holds so many troubles is because of above reason. This tendency gets 
easily seen not only on human beings society but also on other creature societies.  
Well now, addon one more. 
In the past time, investment on stock market had been for the companies which investor 
make them grown up at the time in future. Investor gaining profits, returns put them on 
second, their first purpose was their loving company growing up, then, risk take superior 
than regain getting, at investing time, the investing money getting lost, they already had 
counted, in other words, from one of parental mind was mainstream. 
On opposite nowadays mainstream has turned to be from above to what me, first. Anyway 
gain a money to me from Hi class rich man to middle class, lower class us.  
For example, by computer algorism buy and sell system which has no will, perfect 
automatically investing at each o.o1 sec. unit time continuously, repeatedly under computer 
science, for their eyes, seems to be strange.  
From like above, to make them growing up, parental mind got lost, instead of it, me first, no 
concern others, praying money, their upper class, position, status as like these servant fed by 
them mind has expanded.  
What fed by them means at the same time, servants life line has grabbed by their praying 
ones, the same. 
If they has been under such situation of all depending on except own, they have to be forced 
no calm, lost settle down mind situation under. 
From it, they turn to no hope communicating time long with others or to be camouflage 
their true mind. From it, communication gets far and far from them, will fall into loneliness, 
intend to, be likely to. 
All the cause is that to get lost asking "at the first of all how was the starting point or 
primitive purpose?", instead of it, rushing into so narrow branches, no see whole position, 
staying, because of it, might be. 
Or, no competitive only one side strong one might be while in collapsing time, at once will 
have collapsed, because only one will invite only one side depending on, no time for prep. of 
multiple escaping methods. 
Even human beings has a possibility of at once collapsing, because from after fire handling, 
only one side aiming to getting amenity, improving amenity getting performance way only 
walking on, from it, from other side new type emergency attacked, we have no way to take 
options." 
"Ok, until there, enough, your one man, "one side" stage show hour!!"  
"Musuko son, boss, ￥"one side" defeated in foreign exchange market condition is danger for 



our restaurant. Because imported food material cost will cause to get supplied price up by 
through material cost inflation. How should we do!?, boss!!" 
"No option!! Let it do!! Because it`s heaven`s "one side" game." 
"Ax, dad, in this time very easy give-upper!! You!! maybe so strong tired, worn out from 
ultra over extra hours put on, maybe!!" 
  



2024/4/20 
20th April 24 

(Japanese expression ver.) 

「ブラックサンダー・チョコバー愛好家なの、俺。

何か問題あんの、あん！？」 
(English expression ver.) 

"Black Thunder" chocolate-bar lover, me!!  

What`s the problem, happen or not, An!?" 
 

 

 
(Japanese expression ver.) 
「ブラックサンダー・チョコバー愛好家なの、俺。何か問題あんの、あん！？」 
 
「生まれてから暫くは「自分なり」というものが曲がりなりにもあった。 
それが「社会で生き易い様に」と、学校なり、親なり、ご近所様から、あれこれ「矯正」
が施された。 
しかし、本来の目的であった筈の「社会で生き易い様に」が何処かへ飛んでしまい、その
合わせるべき社会に合わせれば合わせる程、生きづらくなってしまっているのが現実じゃ
ないのかな。実感的には」 
「確かに生きづらい、というより、息苦しいよ」 
「何故だろう？ 



確かに所得格差とか、男女格差とかいろいろ言われているけど、例えば所得トップの男性
でも、同じ状態が起っている可能性もある。 
となれば一概に所得格差、男女格差なんかの所与の条件格差だけではない様な気もする」 
「じゃ、何だって言うのよ」 
「是は俺の推測だが、仮に頂点である所得、肩書、名誉が手に入ったとしても、その手に
入れ方、維持の仕方に無理がある様な気がしないでもない」 
「分りづらい。もっと端的に言ってよ」 
「分った。じゃぁ、それらの獲得の仕方が「オリンピック出場レベル、何処から見ても満
点美技」じゃなきゃいけないし、且つそれをその後一回でも崩してはならないという、毎
度おなじみ、五輪報道番組でよく繰り広げられる、それによって選手が受けるプレッシャ
ーを度外視した「報道する側、される側」の一方的、過剰様式要求みたいな風潮の中にあ
るんじゃないかなって気がするのヨ。無言の圧力みたいな奴の中に。 
オリンピックの例からの引用、基。 
以上、押しなべて、とてもじゃないがおいそれとは手が出せない。出したら、出した以上
一時もそれを崩せない、いわば雁字搦め地獄。要するに、一方式しか認めず、尚且ついい
処を掘り出す、加点主義一切なしの、ミスごとに容赦なく減らされる減点主義、引き算の
み。 
パーフェクトに出来てさえ、減点なしの、持ち点マイナス０点が最高点。 
にも拘らず、周りは本人達のそうした努力の中にさえ減点対象になり得るミスを見出そう
と、先ず何より先に減点ありきの目で、矯めつ眇めつチェックやスパイモドキをしまくる
「至る所相互監視チェッカー、謂わば密告ボランティアーだらけ」みたいなもんだから、
もう委縮しまくって、息苦しくて、肩凝って仕方ない毎日だからじゃないのかな？」 
「我が国の伝統美、様式美尊重の弊害？裏の顔？ブラックな面？」 
「シャチョ、ブラックサンダー、チョコバー、安くておいしいアル。ネパール人、甘いも
の好きではないけど、疲れた時にはイイ之事アル、マンネン」 
「と、素直に言えればいいのにね。ゴディバの何とかじゃなきゃいけないとか、ブラック
サンダーをゴディバよりおいしいとか本音言っちゃいけないとか、こっそり食っていると
ころ見つかったら、社会的セレブ生命おしまいだとか。バッカみたいなことが多すぎる気
がするのよね。ブラックサンダー愛好家の俺からすると」 
「オヤジは、単に、生来、ゴディバが完璧、似合わないだけなの。前説との因果関係、全
くないの。 
その位、分んなよ。生きにくさを感じつつも、もう、長い事、日本人やっているんだから」 
「そんなもの、分りたくない!! ヤダ。パス!!」 
 
 
(English expression ver.) 



"Black Thunder" chocolate-bar lover, me!! What`s the problem, happen or not, An!?" 
 
"Within a little bit period after born we can keep it, called "own self". 
But we were retouched, remade, repaired by parent, by school teacher, by neighbors under 
the name of "for getting behaviors, can be matched to society common, and can be smoothly 
living through human society.  
But primitive premium purpose, "for smoothly living through our society" got left it away 
under unknown period, vasa versa, unsmooth living has come to us, as trying to well match 
the society as possible, the real or not, I doubt now." 
"Sure that I feel unsmooth living, more straightly saying, breathing difficult." 
"Why so happens? 
Sure that the difference between each income level, between each sex can get position level 
there are,. But the finest income, position could have gotten guy, even on him, has 
possibility of the same condition happening also. 
If it so, never can judge generally by because of above given condition difference, I guess." 
"Then a, from what, you explain?" 
"It`s my guess, tentative even if they can get, in human society top 3 level ones, money, 
status position, honor, in such case, concerning to on how to get, how to keep, the way, they 
hold too much artificial behaviors inside from the first to the end." 
"Too difficult to understand. More straightly explain to me!!" 
"Ok, then a, more concretely saying way to take, in our society mood inside might have 
silent pressure, over-requirement for perfect style like in which, at the TV program show of 
Olympic game easily seen from both side sender and receiver, both no concern to Olympic 
athletes given over level pressure, at the time sure and after it never take a miss, also sure 
mood in side.     
A quate from Olympic here over. Reset it!! 
And all through above several, we never can so easily hold a challenging mind to touch it and 
if touching it, in such case, should have to keep no miss almost like forever. 
No miss hell!! No allowed even only 1 miss, never!! 
In other words, to be permitted only 1 fixed style and no count addon well, vasa versa, miss 
points only counting, all minus formula world!! 
Even can reach to perfection, maximum point is "received point – no miss point 0, it`s the  
full point. Additional point to received point on, nothing 0. 
Despite of above efforts inside, arounds, even inside it, try to find new miss out, like a 
monitoring camera or submarine scope of arounds eyes, these might cause our feeling of 
staying inside jail, might be. 



It`s the bad aspect of inside our country staying "love for perfect style", hidden reversible 
face, black suspiciousness!?" 
"Boss, "Black thunder" brand chocolate bar is low price but tasty, good one!! We, Nepali 
dislike sweet one, but while under tired time, it`s good for recovery." 
"Such above, can leak straightly, can get relax more, we Japanese. 
Against it, current we Japanese, according to my symbolic saying, to hide own "Black 
Thunder" lover, to pretend own "GODIVA" brand hi price chocolate usual user, perfect 
waste, I count it as "Black Thunder" lover, me!!" 
"Oops, dad is merely not suitable to "GODIVA" brand from your born. No linking to 
previous your talked story. Perfect different one!! 
You already have been Japanese, at least about it, should understand it!!" 
"Such, no want to understand, nope!! I will pass it!!"  
  



2024/4/21 
21st April 24 

(Japanese expression ver.) 

「日本国内、大流行。お宅も、我が家も、一家に一つの常備品。 

一般論スタンプ！？」 

（♬あなたと私の合言葉、一般論で、ふけましょう♬） 
(English expression ver.) 

"In Japan very commodity, in your family, in our family,  

one family one set, necessary one,  

"General answer" stamps!?" 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「日本国内、大流行。お宅も、我が家も、一家に一つの常備品。一般論スタンプ！？」 
（♬あなたと私の合言葉、一般論で、ふけましょう♬） 
 



「事に窮している時に一般論を言われるほど腹立たしいものは無い。どんなにへっぽこで
も具体論を提案されるのなら、未だしもドンパチの遣り様があるが、尤もらしく聞こえは
するものの、門構えばかり立派で、その実、入り口即出口みたいなものを聴くのに余計な
時間を取られるのには流石に扱いようがなくて、腹が立つ。 
どうも学校にしろ、会社の新人教育にせよ、コールセンターの受け答えでも、此の手の一
般論的受け答えばかり教わるものだから、彼らのその成果を耳にした俺たちには、苛立ち
しか残らないのが昨今の様な気もする。 
隔靴掻痒、的外れ、痒いところに一向に手が届かないもどかしさ。 
処がそれにもどかしさを覚えて、こういう連中に、相手の応答レベルへの気遣いを抜きに
して、単刀直入な用件、詰り、ちょっと担当外、横断組織的な問題や、ちょっと奥に踏み
込んだ具体的な話を投げかけると、途端に何も答えられなくなる。 
そして「そういうレア・ケースは想定しておりませんので」とくる。 
本当はレア・ケースが理由なんじゃなくて「マニュアルに載っていなかったもので」が真
相なんだろうけど、流石にそれは言うなと上から釘を刺されているんだろうな」 
「この前の延々続いた、某社コールセンターの盥回し之事、言っているの？」 
「其れだけじゃないよ。兎に角なんか言うと、特段何かをしてくれと言いもしないのに、
先回りして「みんな、大変なんです。あなただけではないんです。第一そんな話、何処に
でもある話じゃありませんか。別に敢えて此処で言うほどの事でもないでしょ」とくる。 
これが一人、二人なら未だしも、ほぼ 99％、判で押したような同じ反応が返ってくる。本
人は他の人との重複何て予想もしていないんだろうが、似たような受け答え、しこたま聞
かされた側からすると、下打ち合わせなんか一つもしていないはずなのに、こうまで同一
パターを見せつけられると、なんか空恐ろしい気もする」 
「オヤジ、ダメだよ。それだけサンプルが取れたって事は、それだけ多く、あちこちで愚
痴こきまくっている事の裏返しみたいなもんじゃないのよ」 
「本当にお前ら、「たいへんですねぇ」のたった一言がないよな」 
「シャチョ、シャチョはその「たった一言」が 100 万回アル之事。ベリ・プロブレムアル
之事、I think so now あるマンネン之事、アリマスマンネン！！」 
 
 
(English expression ver.) 
"In Japan very commodity, in your family, in our family, one family one set, necessary one, 
"General answer" stamps!?"  
 
"While being under hard troubles, the strongest cause of anger is telling about "general 
theory" (especially with cool face and eye beams of looking under).  
It`s like a, First glancing, "Big gate", but rushing into it, at once noticing "Entrance= just 



Exit" real contents. It`s perfect waste time spending for hearing of it. 
Or at a school, or at company lecture for new comers, at call center Q & A lesson, students 
are learned about such above general theory side answering only, then we asking side, while 
hearing of such out of target hitting answer, only irritation has stayed inside us, might be, I 
feel.  
From this irritation, like a scratching from over shoes bottom rubber, the own itchy place, to 
throw a concrete asking ball directly to them, almost all of them put a faint between us, and 
answering "It`s very rare case asking. Then no plant to answer it, sorry!!" they are escaping. 
In real reason, it`s not from rare case but from no listing on Q & A sheet, maybe. But about 
it, their boss command to them "never answer from using such a reason" anyway." 
"At the previous time, you are telling about between you and call center staff rally?" 
"Not only that. in any case while telling something, without any requirements, arounds 
competitively always reply as if stand by in waiting circle inside next batter, saying below, 
"all are under hard. Not only on you happens. At the first of all, such a story anywhere are 
laying here and there. It`s not news", the their reply. 
Such case is one or two level, I can accept, but in this case 99% almost of all them reactions 
are such the same style stamping ones.   
Even though themselves own, no time to imagine doubling with others the same, hearing of 
like an almost stamped, almost copied, replies received, according to my side perspective, 
until such almost the same level reaching, despite of pre. meeting to each other, it`ll cause 
me fear." 
"Dad, it`s your lost win. Because so many samples you could get means so many times you 
had complains to arounds, the same evidences." 
"your team side, indeed "no time" to say, "Take arrest!!" only the phrase, never!!" 
"Boss, you always "anytime" say, the same phrases using almost 1000k times repeating. It`s 
very problem on you, I think so!! Understand!?" 
  



2024/4/21 
21st April 24 

(Japanese expression ver.) 

「♬やめられない、止まらない、かっぱえびせん、

クピ、クピ♬状態！？」 
(English expression ver.) 

"♬Never can stop, non stop!! My favorite one doing♬ 

situation!?" 
 

 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「♬やめられない、止まらない、かっぱえびせん、クピ、クピ♬状態！？」 
 
「オーナーに残業は付かないが、あるものとすれば流石に４か月平均 340h ともなると以
前経験した「疼痛性障害」が起きて来た。 
「疼痛性障害」というのは、例えば実際に痛みの「患部」はないのに、恰も痛みを発する
患部があるかのように脳が誤認識をして、ない患部に痛みを感じるという病気だ。 
それは、患部が直接痛みを発するのではなく、一旦脳に現状報告されて脳が「其れを痛み
だ」と判断した場合に「痛みとして本人に発する」というメカニズムによるそうだ。 
人間は「一体」に見えて実は一体ではない様だ。 



脳が「もっと働け」という指示を出しても、体の方は「もうたまらんから、これ以上は止
めてくれ」という様に部位によって利害が反する場合もあるそうだ。 
こんな場合、体は「過労死に繋がる本人のそれ以上の活動を抑制」させるために、脳にニ
セの情報（此処で言う場合はない患部とその痛み）を送って、脳に誤判断をさせ、本人に
「ない患部の痛み」を伝達して、本人の過労死に繋がる「それ以上の行動」をストップさ
せるというメカニズムの事だ。 
謂わば脳以外の各部位にも何か「ミニ脳機能」がある様な感じでもある」 
「エライまた、長々と説明してくれるけど、そんな長広舌せずに「あぁ、これ以上、働け
ん」だけでいいんじゃないの？」 
「お疲れ様」の一言すら言わないお前に、そんな事、言ってもらえるとは思わなんだ。日
頃からそうなら、いちいちこんな説明なんぞせんわい」 
「ウ、藪蛇」 
「現に２，３日少しペースを落としたら、幾分痛みは和らいだ。元々体に具体的な患部は
ない訳だから、幾ら膏薬を張っても効き目はなかったが、睡眠時間を長く取ったら痛みが
和らいだのは、将にそれが「疼痛性障害」によるものだったという事の証左の様だな。そ
う言えば同時多発していた坐骨神経痛モドキや肋間神経痛モドキも和らいだ。こっちも幾
ら膏薬を張っても全然効果なかったのに」 
「シャチョ、少しは休んだ方がイイアル」 
「と言いつつ「その前に、是だけは遣って。お願い」が常なる毎回」 
「だったら、商売なんて辞めちゃえばいいのに。ナンデ売上からは給料無給なのに、そう
までしてやるのよ。止めちゃえばいいじゃないの」 
「ムスコサン、止められては私どもがコマリマス、マンネン」 
「俺も止める心算は全くない。従業員に対する責任感というより、将又負けず嫌いという
より、こういう事が好きだからだ。サラリーマンするより全然、オモシロイからだ。謂わ
ば♬やめられない、止まらない、かっぱえびせん、クピ、クピ♬状態なのよ、ね」 
「だったら、いちいち泣き言、言うな。ややこしいから」 
「それでも誰かに少しでも分かった貰いたいのが人情というものだろうがよ。人間は表看
板、一枚だけという訳にはいかんのよ。現物は」 
 
 
(English expression ver.) 
"♬Never can stop, non stop!! My favorite one doing♬ situation!?" 
 
"Owner has been no marked about extra working hours, but if it can be counted, me, 4 
months average, already over 340h/Month situation now. From it, on me happens "Pain 
Disorder"(syndrome)which former I experienced. 



"Pain disorder" means just the name shows "Pain come less ordering", brain function miss. 
Body side real trouble part nothing there. But the body side sending a trouble signal to brain, 
And Brain with misunderstanding, then after it, the brain sending dummy pain to patient 
own, the patient own feel as if the part real pain, such the brain and the patient own double 
misunderstanding disease. 
Human looks like one, but in real not one but several parts consist of. 
For the example, brain side commands "much more work!!" but body side rejects it "never 
can keep!! Stop more over addon!!" like this, each one`s p/l against case. 
In this case, the body, for saving over working activity which causes death from overwork, 
send a dummy information abut body inside pain, and make brain misunderstanding, from 
brain to patience holder own sending a pain sense, by this dummy pain, not directly but 
indirectly make the overworking guy`s activity more over stopped, such a mechanism is. 
We might call it "mini brain function in each body parts" or not." 
"You do so long explanation, no need it, but by shortcut, only "never can work anymore", the 
enough?"  
"I no count it from you such a gorgeous message received, you never even once say "take 
care" the message only. Always I under such, I never once take a long explanation like in this 
time." 
"Oops, over kidding him!!" 
"In actual, period of 2 or 3 days, to take a pace down of over working, it turned to get well 
little bit comparison with previous. Originally in real, even though body inside has no 
trouble part in actual, pain saving medicine no useful, bater it, to take a rest little bit longer 
is useful for pain reducing. The left fact means just anywhere inside body pains happen is 
from "Pain disorder" syndrome, the evidence we can count it. 
And all through watching, pain inside left leg called nerve trouble from hip bone and also 
nerve trouble from breast bone, all of them getting well, the tendency showing. Toward 
them, no useful had been medicine." 
"Boss, little bit have a rest, better!!" 
"But you always say after it attaching, "Before it, except this one, please have done it", the 
usual." 
"If it so, it`s better stopping business matter!! Because no salary receiving from your 
business starting to now. Why you continue business beyond it!?" 
"Musuko son, No!! It`s trouble for us, stopping business!!" 
"Me also have a plan to quit it. It`s not because of responsibility for staff, nor because of my 
fighting spirit, rather than them, I like to do such matters any above, ♬Never can stop, non 
stop!! My favorite one doing♬, the fact."  



"if it`s the fact, never say complaining each time!! Very troublesome!!" 
"Despite of it, hoping to get turned to be understood by someone, is the human mind!! 
Inside all as outside carrying placard the same, never!! Our human minds, real!!" 
  



2024/4/22 
22nd April 24 

(Japanese expression ver.) 

「図らずも、な、疼痛性障害の暗示！？」 
(English expression ver.) 

"No planned suggestion from "Pain Disorder" syndrome!?" 
 

  
 
(Japanese expression ver.) 
「図らずも、な、疼痛性障害の暗示！？」 
 
「昨日の一件から分かった事は、人間の脳は人間の中で最高位、絶対的コントローラーだ
という思い込みは一旦反故にした方がよさそうだという事だ。 
「疼痛性障害」がそれを暗示している様な気がする。 
昨日も謂ったように、人間の各部位には「ミニ脳機能」と呼べるような独立ウォッチ機関
の様なものがあって、それが脳の専横、行き過ぎ、例えば「もっと働け、もっと働くんだ」
に対して「これ以上やったら、脳も含めた人体そのものが壊れてしまいます」という警告
を何らかの形で出す働きをしている。 
是があればこそ、脳を含めた人体全体が守られるというか、存続できるという二段構えの
仕組みになっている様だ。そしてそのトータルで機能しているという事だ。 
一方、是を人間社会に当て嵌めれば、人間の脳に当たるお上や中央、顕在意識ににばかり
任せておいてはダメで、同時に辺境、末端、潜在意識に近い処にある独立検査機能をはた
かせる必要がありそうだという事にもなる。 
或いは人間社会をその外から見る目も必要なのかもしれない。 
その為には頭を使うだけでもダメ、体を鍛えるだけでもダメ。情緒に流されるだけでもダ
メ。「アタマと身体とこころ」を三位一体で常日頃から、満遍なく使って、全体の感覚を
鋭くした上で、自在に回せるようにしないとダメみたいだ。 
今回俺が寸手の処で過労死から逃れられたのは、図らずも金がないために体を使わざるを
得なかったからかもしれない。しょっちゅう使っているせいで体の感度が上がっていたか



ら異常シグナルをキャッチ出来て、助かったのかもしれないよ。 
逆に言うと、日頃から三位一体でシェイプ・アップしていないと、今回の様なシグナルを
見落としかねないリスクを抱える事になる」 
「で、で、出ましたぁ、超手間味噌、全然「千両役者（せんりょうやくしゃ）」じゃない
オヤジの大見栄口上！！」 
「ムスコサン、三重県に、千両位になるヤクザもビックリな、大きな工場ありますマンネ
ンカ？ウチの店？」 
「ある訳ないじゃん。だからビンボウしてるんでしょ。君たちは」 
「アタマと身体とこころだけ三位一体で使えばよろしい。それに当てこすりやイヤミを付
け加える必要はナイ！！ 
是はアダルト・ビデオ、ウ、基、アダルト・マナーだ。ワカッタ？ムスコ君！？」 
 
 
(English expression ver.) 
"No planned suggestion from "Pain Disorder" syndrome!?" 
 
"What I could catch from yesterday`s report of mine is, we count it better to put the concept 
aside what human brain is the top position of the human and perfect controller for human 
total. 
"Pain disorder" syndrome suggests me, I feel. 
Yesterday I already said, each part of human body has a independently watching function 
which can be called "mini brain function", it works as a stopper for brain overrunning, 
getting lost balance. 
For the example brain command "More work, much more work on!!", against for it, by 
something other way showing warning signal, "stop it here. If more over, including brain, 
whole physical body will be broken!!", like this.  
Even though while such monitoring system we have inside under unknown, including brain 
human body total gets kept or can be sustaining, the left such 2 steps managing system, 
maybe. 
And totally running is functionable, might be. 
Otherwise, we replace it to human current society the whole, we never all depend on main 
streams which in the case of human body, is can be replaced Brain, we should have to be 
running checking function of sub stream at the edge of center, like a, in this time each part 
inside body holding.   
Or from outside of human society watching , should be needed. 
For it, it`s not enough using not only brain function, not only body function using, not only 



emotion using, but using all parts running 3 in 1 totally well running, full using everyday, 
shaping senses, freely controlling own, is better, looked like. 
In this time, despite of standing at the edge of vital life lost situation, however can survive, 
that is because of my sharp body sense which from no planned less money situation inviting, 
for the example never can use public traffics but walking, riding on and pedaling by own 
bicycle commuting way, might be. 
From opposite perspective watching, less shaping up 3H in 1 total management will invite 
holding a risk of missing warning signals.  
"Wow, Just come out your ultra famous "one man stage" show!! But it`s perfectly not 
suitable to dad!!" 
"Musuko son, nowadays boss has a chance of getting hi guarantee from "ultra famous one 
man stage show" opening as his side business or not!?" 
"No way, kidding!! Therefore carrying thin wallets, you 2!!" 
"Head, Hand, Heart, 3H in 1 using, the enough!! No need attaching addon irony or black 
jokes!!  
It`s a Adult Video (AV), nope, reset!! Adult Manner!! Understand!?, boy!!" 
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(Japanese expression ver.) 

「地団太踏む程、地は固まる！？」 
(English expression ver.) 

"As many as possible pressing down the land by foot,  

the land getting well hard for something stood on it!?" 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「地団太踏む程、地は固まる！？」 
 
「ここいらで少し整理をしてみよう」 
「何の？何でもいいけど、誰もそんなもの頼んでないよ」 
「整理整頓は子供の頃からの癖だ。許せ」 
「許さなくても、どうせやっちゃうんでしょ。だから、どうぞお好きに」 
「では、好きにさせてもらう」 
「やっぱし」 
「人類は火を味方につけた。其れでその後の方向性が固まった。固めたのは「数字」によ
るところが大きい。詰り端折って言うと、数字は「効率化」というものに化け、アメニテ
ィ（快適さ）を目指す以外には脇目もふらなくなり、只管アメニティの効率化、効率的達
成にだけ重きが置かれるように、いつの間にかセッティングされてしまった。 
その結果、現代では、本人は何もしないでも全ておぜん立てが出来ている事がよしとされ
るようになった。よしとされるというより、最早それが当然になってしまった。それ以外、
価値観の尺度が無くなってしまった。 
中には、いちいち言葉で命令しなくても、頭の中で思っただけでそれが提供されるシステ
ムまで開発されているそうだ。 
こうなると、手足の退化はもとより、言語を使う必要もなくなるから、言語文化も消滅し



てしまう可能性だってある。 
昔の人が描いた未来人の想像図は頭でっかちだったけど、上記の事実から類推される未来
人の想像図は案外、手も足も目も口もないまん丸「卵」（或いは殻付き繭（まゆ）みたい
なものになっているかもしれない。 
兎に角、是で行けば、現代人は古代人や原始人に比べて個々の能力は増々退化する事にな
る。 
進化するのは人間の代行、代替役をしてきた AI みたいなものばかりになる。 
それに現代人初め未来人も先に言った「卵」（或いは殻付き繭）みたいなものになってし
まっていれば、男女共当然「ナニをする気」はどんどん失せているだろうから、出生率だ
ってどんどん低下する事が想像に難くない。 
要するに火を味方につけた時から、人類は山を登り切った処で、その後急速に衰退するタ
イマーを只管アメニティ追及という中に仕掛けてしまったのかもしれないな。 
或いは当初走り出す前に諸刃の剣になりそうな予感に不安を覚えながらもそれを途中で忘
れてしまったのかもしれないな」 
「何度も訊くけど、だからどうすれば良いって言うのよ？」 
「一言。野性を取り戻す以外にないな。何でもそろっている奇麗なお部屋から出て、雨風
に当たる以外に改善の道はないな。要するにいまみんなが忌み嫌う方向に踵を返す以外。 
幾らラクチンで儲かるからって、結果生じてしまった「合成の誤謬」を全部おっぽり出す
事だろう。地面に置いて、両手をフリーにしたうえで「合成しても誤謬にならないもの」
を新たに掴み直す事だろう」 
「でももう、此処まで来ちゃったんだと、みんなそれに慣れ切っているから、幾ら親父が
一人でジタバタしても、もう遅いんじゃないの？」 
「ジタバタじゃない。地団太だ。運が良ければ地団太を踏めば踏むほど、地が固まること
もあるやもしれんからな」 
「毎度ながら意味不明の超楽観（ちょうらっかん）」 
「ムスコサン、チョウ・ラカン（張 裸歓）て、ナゾの中国人女スパイ、ハニートラップ超
絶得意な美人女スパイ之事アルカ？」 
「オヤジ、又ネパちゃん、なんか訳の分かんない事、言っているよ」 
「いいの。こういう天然木は、下手に手入れをせずに、すくすく伸ばしておけばいいの。 
第一、このネパちゃん達がお行儀よくなったら、全然、ツマンナイでしょうに」 
 
 
(English expression ver.) 
"As many as possible pressing down the land by foot, the land getting well hard for 
something stood on it!?" 
 



"Well now here, little bit put a organizing until now." 
"For what`s the organizing? Anyway no one request such!!" 
"It`s my custom from my childhood. Allow me!!. Give a permission to me!!" 
"Even if no giving a permission to you, taking any stop, you will have done it. Then a, please 
do it, as you like." 
"Then a, as me like taking." 
"Just my correct!!"  
"Human beings has gotten fire in hand as on own side. Because of it, the later direction of 
human beings aiming to was fixed. While fixing, depending on numeral guidance was so 
much occupied. 
Simply, almost Numeral was focus to, and from it, turned to be performance % only, and 
aiming to performance ratio up, focusing to ASAP reaching to hi performance of amenity 
full only putting a weight on it , has been setting under unknown period. 
AS the result, in modern period, it has turned to be worthy that all set up without own do 
anything before. It has been counted natural, usual, basic rather than worthy. Except it, no 
measurement for worth counting. 
Above the all, without voice command, without using words, only imagining inside brain, 
owner`s favorite one is offering, such system is on developed, I`m hearing of it. 
From it, we have possibility of getting lost language culture because of no need speaking, 
thinking with using words, then rather than step back of hands, legs ability for activity.  
The imagination of futural human which old fashioned person draw was human head size 
large one because inside brain large by much more thinking than former human, they 
imagined, but in actual, less thinking time, then previous item added on, futural human 
beings image will turn to be not head size large but less hands, less legs, less eyes, less mouth, 
like an egg or cocoon with shell guard shape carrying, the possibility we have.  
Anyway, if going further with the same speed, modern human will turn to be so behind 
ancient, primitive cave race. 
Instead of it, human labor or hardness agency, like AI, get evolution so forward ahead. 
Addon more, modern or futural humans` outlook, like an egg or cocoon turned to be, even 
though both man and woman might be no excited even if each one in front of them standing,  
New baby born ratio will get so down, the possibility we hold. 
On summarized, from the time human has gotten fire in hands, human being might set a 
timer whose running way is as soon as reaching to top of human history, at once starting 
down slope running. 
Or before start running even though while holding anxiety for amenity gives good and bad 
both face, during on the way running, human might be lost the anxiety itself." 



" So many times repeatedly asking, what should we do, you want to say!?" 
"One word. Except regain wild, other nothing. Except going out from all set up clean room, 
walk under random nature changings, nothing we have improving way. 
Simply saying, except turn back to the way you all dislike one, nothing get well way." 
"But already reached until now, until here, it`s too difficult to change the going forward 
road because we all so fit familiar with amenity life, feel it amazing. Isn`t it too late, your 
turn right, turn left dancing shouting!?" 
"Oops, it`s not dancing taps!! It`s pressing the land by foot!! Fortunately, as many as 
possible pressing down the land by foot, the land getting well hard for something stood on it, 
might be!?" 
"Ax, so mane repeated, no understandable, less evidence, your hyper optimism!!" 
"Musuko son, what kind of option with miss woman? we can take?" 
"Dad, Nepali again slipping out the road!!" 
"No problem, such natural let him slip out the common road. No touch for bad trimming. 
First of the all, in the case of Nepali turns to be an artificial, not attractive, don`t you think 
so?" 
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